
89

スウェーデン統治組織法の改正（二〇一〇年）について

序一　

今
回
の
改
正
に
つ
い
て

二　

統
治
組
織
法
の
用
語
に
つ
い
て

三　

司
法
と
行
政
の
分
離
と
司
法
の
独
立
に
つ
い
て

四　

コ
ミ
ュ
ー
ン
に
つ
い
て

五　

議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
つ
い
て

結
語

序

　

筆
者
は
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
に
統
治
組
織
法
の
試
訳
を

法
学
研
究
に
発
表
し
て
い
る（
（
（

。
一
昨
年
（
二
〇
一
〇
年
）
同
法
は
大

幅
な
改
正
を
受
け
、
二
〇
一
一
年
一
月
一
日
に
改
正
法
が
施
行
さ
れ

た
。
今
回
の
投
稿
は
、
前
回
の
動
機
が
議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
来
日

に
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
回
は
そ
の
よ
う
な
出
来
事
で
は
な
く
、

筆
者
が
常
磐
大
学
大
学
院
の
紀
要
（
人
間
科
学
論
究
）
に
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
に
関
す
る
紹
介
論
文（
（
（

を
掲
載
し
、
続
い

て
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
創
設
二
〇
〇
年
記
念
論
文
集
の
紹
介（
（
（

を

行
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
特
に
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
が
一

部
改
正
を
受
け
た
こ
と（
（
（

と
、
今
回
の
統
治
組
織
法
改
正
が
比
較
的
大

き
い
改
正
で
あ
っ
た
こ
と
と
が
大
き
い
動
機
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
下
、
今
回
の
改
正
に
つ
い
て
若
干
の
指
摘
を
し
、
併
せ
て
、
今

回
の
改
正
法
に
つ
い
て
国
立
国
会
図
書
館
政
治
議
会
課
憲
法
室
（
山

研
究
ノ
ー
ト

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
統
治
組
織
法
の
改
正（
二
〇
一
〇
年
）に
つ
い
て

坂　
　

田　
　
　
　

仁
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岡
規
雄
）
が
早
々
と
翻
訳
を
行
い
、
本
年
一
月
に
そ
の
全
訳
に
解
説

を
つ
け
て
公
表
し
て
い
る（
（
（

の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
結
語
の
中
で
若
干

の
感
想
を
付
け
加
え
た
い
。

　

な
お
、
論
文
の
引
用
に
当
た
り
、
著
者
氏
名
の
敬
称
を
省
略
し
た

こ
と
を
お
ゆ
る
し
い
た
だ
き
た
い
。

一　

今
回
の
改
正
に
つ
い
て

　

統
治
組
織
法
の
原
語
はRegeringsform

en

で
あ
る（
（
（

。
こ
こ
に

は
法
を
表
すlag

の
語
が
な
い
。
直
訳
は
、
統
治
あ
る
い
は
政
府
の

形
式
で
あ
る
。Regeringsform

en
と
い
う
語
は
古
く
か
ら
使
用
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
最
初
の
も
の
は
一
六
三
四
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る（
（
（

。
こ
れ
以
降
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
統
治
体
制
の
法
律
的
基
礎
を

形
成
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
語
が
現
在
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
当
初
は
現
在
と
異
な
り
、
政
府
（
国
王
）
の
権
限
に
規
定

が
集
中
し
て
お
り
、
議
会
に
関
す
る
規
定
は
そ
の
後
半
に
含
ま
れ
て

い
た（
（
（

。
そ
し
て
、
議
会
に
つ
い
て
は
別
に
議
会
法
が
存
在
し
、
こ
の

原
語
はRiksdagsordning

で
、
か
つ
て
は
身
分
制
議
会（
（
（

の
構
成

そ
の
他
に
つ
い
て
定
め
て
い
た
。
こ
の
最
初
の
も
の
は
一
六
一
七
年

に
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
制
度
に
連
続
す
る
統
治
組
織
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
一

八
〇
九
年（
（（
（

で
、
そ
の
内
容
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
影
響
下
に
国
権

を
行
政
、
司
法
、
立
法
の
三
権
に
財
政
権
と
統
制
権
を
付
加
し
た
五

権
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
た（
（（
（

。
一
九
七
四
年
の
改
正
統

治
組
織
法
は
、
ち
ょ
う
ど
前
国
王
の
崩
御
と
現
国
王
の
即
位
に
合
わ

せ
た
よ
う
に
制
定
さ
れ
、
一
九
七
五
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
二
〇
〇
四
年
統
治
組
織
法
が
三
〇
年
に
達
し
た
機
会
に
そ

の
全
面
的
な
再
検
討
が
提
議
さ
れ
、
一
九
七
五
年
以
降
の
部
分
改
正

の
上
に
立
ち
、
国
内
的
及
び
国
際
的
な
変
化
に
対
応
す
る
改
正
作
業

が
行
わ
れ
、
今
回
の
改
正
に
至
っ
た
。

　

二
〇
〇
四
年
の
政
府
指
示（
（（
（

に
よ
る
と
、
改
正
の
目
的
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
お
け
る
国
民
支
配
を
強
化
し
、
深
化
す
る
こ
と
に
基
本
目
標

を
お
い
て
、
民
主
主
義
の
機
能
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
増
大
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

　

こ
れ
を
前
提
に
、
基
本
法
調
査
会（
（（
（

は
、
選
挙
制
度
、
議
会
と
政
府

の
関
係
、
政
府
の
成
立
を
規
制
す
る
規
則
、
国
民
（
住
民
）
投
票
制

度
、
法
律
審
査
シ
ス
テ
ム
、
高
級
公
務
員
任
命
手
続
の
透
明
性
、
コ

ミ
ュ
ー
ン
の
あ
り
方
（
選
挙
制
度
、
住
民
投
票
、
国
と
コ
ミ
ュ
ー
ン

の
関
係
等
）
及
び
国
民
の
権
利
と
自
由
の
検
討
を
委
託
さ
れ
た（
（（
（

。
た

だ
、
統
治
組
織
法
の
第
一
章
に
規
定
さ
れ
て
い
る
国
家
体
制
の
基
礎

に
つ
い
て
は
、
王
制
の
維
持
を
含
め
て
検
討
の
対
象
か
ら
除
か
れ
て

い
る（
（（
（

。
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特
に
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
問
題
に
関
し
て
は
、
伝
統
的
な
コ
ミ
ュ
ー

ン
自
治
の
原
理
か
ら
、
国
と
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
関
係
の
調
整
と
い
う
大

き
い
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
に
関
す
る
責
任
委
員
会
の
検
討
結
果（
（（
（

の
参

照
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　

基
本
法
調
査
会
の
答
申（
（（
（

は
二
〇
〇
八
年
に
提
出
さ
れ
、
選
挙
制
度
、

国
民
（
住
民
）
投
票
、
政
府
と
議
会
の
関
係
、
裁
判
所
と
行
政
、
国

民
の
自
由
と
権
利
、
国
際
的
問
題
、
そ
の
他
の
改
正
問
題
（
コ

ミ
ュ
ー
ン
、
規
則
制
定
権
、
公
務
員
任
命
の
国
籍
要
件
、
公
訴
と
責

任
免
除
及
び
議
院
の
公
開
を
含
む
議
会
の
諸
問
題
）
に
つ
い
て
検
討

結
果
と
法
律
草
案
と
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

慣
例
で
あ
る
レ
ミ
ス
手
続
を
経
て
政
府
の
法
律
案（
（（
（

が
二
〇
〇
九
年
に

議
会
に
提
出
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
の
議
会
で
成
立
し
た
。
改
正
法
は

二
〇
一
一
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。

　

法
律
案
の
内
容
を
そ
の
章
別
か
ら
み
る
と
、
選
挙
シ
ス
テ
ム
、
国

民
投
票
、
政
府
と
議
会
と
の
関
係
、
裁
判
所
と
行
政
、
国
民
の
権
利

と
自
由
、
国
際
的
問
題
及
び
そ
の
他
の
改
正
提
案
（
コ
ミ
ュ
ー
ン
、

規
範
制
定
権
の
規
制
、
財
政
権
、
一
部
公
務
員
任
命
の
国
籍
要
件
及

び
議
院
の
公
開
）
の
各
領
域
に
わ
た
っ
て
い
て
、
基
本
法
調
査
会
の

答
申
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
領
域
に
つ
い
て
法
律
案
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
二
章
、
三
章
、
八
な
い
し
一
一
章
を
全
面
改
正
し
、
新
た
に

一
四
章
を
加
え
、
一
二
章
と
一
三
章
を
一
三
章
と
一
五
章
に
変
更
す

る
。
そ
し
て
、
四
章
な
い
し
七
章
に
大
幅
な
改
正
と
条
文
の
入
替
え

を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る（
（（
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
章
別
は
次
の
よ
う
に

改
ま
っ
た
。
第
一
章
、
国
家
形
態
の
基
礎
／
第
二
章
、
基
本
的
自
由

及
び
基
本
的
権
利
／
第
三
章
、
議
会
／
第
四
章
、
議
会
の
職
務
／
第

五
章
、
国
家
元
首
／
第
六
章
、
政
府
／
第
七
章
、
政
府
の
職
務
／
第

八
章
、
法
律
及
び
そ
の
他
の
法
規
／
第
九
章
、
財
政
権
／
第
一
〇
章
、

国
際
関
係
／
第
一
一
章
、
司
法
／
第
一
二
章
、
行
政
／
第
一
三
章
、

統
制
権
／
第
一
四
章
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
／
第
一
五
章
、
戦
争
及
び
臨
戦

状
態
。

　

こ
の
よ
う
に
改
正
は
包
括
的
な
も
の
で
あ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
法

曹
雑
誌
の
記
事
に
よ
る
と
改
正
点
は
、
議
会
に
お
け
る
総
選
挙
後
の

総
理
大
臣
に
対
す
る
必
要
的
信
任
投
票
、
憲
法
委
員
会
の
調
査
事
務

に
お
け
る
文
書
利
用
の
範
囲
の
拡
大
、
法
令
審
査
の
明
白
性
原
理
の

削
除
、
裁
判
所
の
地
位
の
独
立
、
公
共
に
よ
る
侵
害
か
ら
の
個
人
の

権
利
及
び
自
由
（
特
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ィ
）
の
保
全
の
明
確
化
、
財
産

の
収
用
に
対
す
る
完
全
な
補
償
、
性
的
傾
向
に
対
す
る
差
別
を
含
む

差
別
に
対
す
る
基
本
的
保
全
、
研
究
の
自
由
の
保
全
、
正
し
く
、
迅

速
な
訴
訟
の
保
全
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
と
ラ
ン
ヅ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
章

の
新
設
、
及
び
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治
の
制
限
が
必
要
な
範
囲
を
超
え

て
は
な
ら
な
い
と
す
る
均
衡
原
理
の
採
用
を
あ
げ
て
い
る（
（（
（

。

　

こ
れ
ら
改
正
点
の
全
部
の
紹
介
は
筆
者
の
手
に
余
る
の
で
、
今
回
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の
改
正
に
よ
っ
て
章
の
数
が
、
一
九
七
四
年
の
改
正
以
来
一
三
で

あ
っ
た
も
の
が
一
五
に
増
加
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
、
新
た
に
追
加

さ
れ
た
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
関
す
る
一
四
章
と
従
来
司
法
及
び
行
政
と

一
つ
の
章
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
司
法
と
行
政
と
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
て
一
一
章
「
司
法
」、
一
二
章
「
行
政
」
と
な
っ
た
こ
と
と
を
取

り
上
げ
、
更
に
統
治
組
織
法
の
用
語
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

二　

統
治
組
織
法
の
用
語
に
つ
い
て

　

統
治
組
織
法
の
文
言
に
関
し
て
政
府
提
出
法
律
案
は
、
特
に
一
章（
（（
（

を
設
け
て
、
そ
の
現
代
化
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
統

治
組
織
法
の
改
正
の
流
れ
の
中
で
、
そ
の
文
言
を
明
確
な
誰
に
で
も

理
解
し
や
す
い
も
の
に
替
え
る
こ
と
は
既
定
の
事
実（
（（
（

で
あ
る
と
し
、

性
的
に
中
性
の
語
を
使
用
し
、
各
規
定
に
そ
れ
ぞ
れ
小
見
出
し
を
つ

け
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
司
法
と
行
政
を
二
つ
の
章
に
分

離
し
た
こ
と
も
こ
の
一
環
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

　

具
体
的
に
は
、
人
称
代
名
詞
の
使
用
に
あ
た
り
、
男
女
を
分
け
て
、

han och hon

（
彼
及
び
彼
女
）
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
、
従
来

の
法
律
に
見
ら
れ
た
否
定
の
副
詞
、icke

やej

が
消
え
て
、

inte

に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
か
な
り
以
前
よ
り
控
訴

（V
ad

）、
上
告
（Revision

）、Besvär

（
異
議
申
立
）
な
ど
の
語

はöverklagande

（
上
訴
）
に
一
本
化
さ
れ
て
お
り
、
用
語
の
現

代
語
化
と
容
易
化
と
が
進
ん
で
い
る
。
す
べ
て
の
公
文
書
に
お
い
て
、

単
純
未
来
を
示
す
助
動
詞
の
現
在
形skall

が
二
〇
〇
七
年
よ
り

ska

に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う（
（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
他
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
は
法
規
則
を
表
現
す
る
用

語
が
多
様
で
あ
り
、
規
則
の
作
成
を
表
す
動
詞
と
し
て
、m

eddela

（
制
定
す
る
）、 föreskriva

（
定
め
る
）、bestäm

m
a

（
規
定
す

る
）、 stadga

（
法
定
す
る
）、 stifta

（
立
法
す
る
）
な
ど
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
完
成
し
た
規
則
に
つ
い
て
は
、grundlag

（
基
本
法
）、föreskrift

（
法
規
）、 författning

（
法
令
）、 lag

（
法

律
）、 förordning

（
政
令
）
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
カ
ッ
コ

内
は
筆
者
の
訳
語
）。
こ
れ
ら
の
語
は
、
文
脈
に
よ
り
使
い
分
け
ら

れ
て
い
る
の
で
、
翻
訳
で
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
勿
論
、
同
一
の

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
語
彙
は
、
日
本
語
の
語
彙
で
も
同
一
の
訳
語
を

使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

三　

司
法
と
行
政
の
分
離
と
司
法
の
独
立
に
つ
い
て

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
は
伝
統
的
に
司
法
と
行
政
と
は
一
体
の

も
の
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
明
確
な
表
現
は
、
司
法
及
び
行
政

の
最
高
位
の
長
は
国
王
で
あ
り
、
国
王
に
お
い
て
こ
の
二
個
の
作
用
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は
統
合
さ
れ
て
い
た
。
制
定
当
初
の
統
治
組
織
法
で
は
、
一
七
条
に

「
国
王
の
裁
判
権
は
、
国
王
の
指
名
す
る
法
律
の
知
識
の
あ
る
一
二

人
の
者
に
委
託
さ
れ
る
。
…
…
彼
ら
はJustitieråd

と
よ
ば
れ
、

国
王
の
最
高
裁
判
所
（H

ögsta dom
stolen

）
を
構
成
す
る
。」
と
、

一
八
条
に
「
こ
の
最
高
裁
判
所
に
は
、
確
定
し
た
判
決
を
国
王
が
破

棄
し
又
は
満
了
し
た
期
間
を
回
復
す
る
申
請
を
取
上
げ
、
裁
判
す
る

権
限
が
与
え
ら
れ
る
。」
と
、
そ
し
て
二
三
条
に
「
最
高
裁
判
所
の

決
定
は
す
べ
て
、
国
王
の
名
前
で
、
国
王
の
署
名
又
は
印
章
を
付
し

て
宣
告
さ
れ
る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
た（
（（
（

。
後
に
一
九
〇
九
年
の
改

正
で
、
一
八
条
に
は
「
法
令
に
よ
り
、
国
王
の
下
で
そ
の
省

（D
epartem

ent

）
に
お
い
て
終
結
す
る
異
議
申
立
を
審
理
し
及
び

裁
判
す
る
国
王
の
権
利
は
、
国
王
及
び
議
会
が
本
法
八
七
条
一
項
に

よ
り
共
同
し
て
立
法
す
る
特
別
法
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
国

王
の
指
名
す
る
七
人
以
上
の
者
に
委
託
さ
れ
る
。
…
…
彼
ら
は
、

Regeringsråd

と
よ
ば
れ
、国
王
の
行
政
最
高
裁
判
所
（Regerings­

rätten

）
を
構
成
す
る
。」
と
い
う
規
定
が
置
か
れ
、
そ
の
と
き
、

二
三
条
が
「
最
高
裁
判
所
及
び
行
政
最
高
裁
判
所
の
決
定
は
す
べ
て
、

国
王
の
名
前
で
、
国
王
の
署
名
又
は
印
章
を
付
し
て
宣
告
さ
れ
る
。」

と
変
更
さ
れ
た（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
行
政
と
司
法
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
一
八
〇

九
年
の
統
治
組
織
法
制
定
以
降
、
司
法
と
行
政
と
は
徐
々
に
分
離
さ

れ
て
い
る
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
行
政
と
司
法
が
統
治
組
織
法
上
分

離
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
萩
原
金
美
に
よ
れ
ば
、
司
法
と
行
政

と
を
分
離
し
よ
う
と
す
る
提
案
は
、
強
い
批
判
を
受
け
、「
新
憲
法

（
統
治
組
織
法
）
の
制
定
に
当
た
っ
て
司
法
と
行
政
に
実
質
的
定
義

を
与
え
る
こ
と
は
重
要
で
な
い
と
考
え
ら
れ
た
（
（（
（

。」
従
っ
て
、
統
治

組
織
法
（
こ
の
場
合
は
一
九
七
四
年
制
定
）
は
、「
一
一
章
に
お
い

て
両
者
を
同
一
の
章
下
に
規
定
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
（
（（
（

。」
こ
こ

で
見
て
お
く
必
要
の
あ
る
こ
と
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
行
政
の
特
質
と
い

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
基
本
は
、
大
臣
責
任
制
の
不
存
在
で
あ

る
。「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
省
（D

epartem
ent

）
と
行
政

（Förvaltning

）
の
機
能
が
分
断
さ
れ
、
省
は
…
…
、
主
と
し
て
政

策
の
計
画
・
形
成
を
担
当
」
し
、「
個
別
的
な
法
の
執
行
・
行
政
は

中
央
行
政
庁
（centrala äm

betsverk

）
そ
の
他
の
行
政
機
関
の

権
限
に
属
す
る
。
…
…
大
臣
は
省
の
所
管
事
項
に
関
し
て
行
政
機
関

に
対
す
る
具
体
的
な
指
揮
監
督
権
を
有
せ
ず
、
行
政
機
関
は
独
立
し

て
行
政
を
行
う
反
面
、
こ
れ
に
関
す
る
責
任
は
す
べ
て
行
政
機
関
が

負
（
（（
（

」
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
行
政
が
政
治
か
ら
の
強
い
独
立
性
を

維
持
し
て
い
る
こ
と
が
際
立
っ
た
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
一
九
〇
九
年
の
改
正
に
お
い
て
行
政
の
領
域
に
お
け
る

司
法
的
な
機
能
が
新
た
な
裁
判
所
を
形
成
し
た
よ
う
に
、
徐
々
に
変

化
が
生
じ
、
ま
た
一
九
九
四
年
の
欧
州
連
合
条
約
へ
の
加
盟
に
よ
っ
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て
欧
州
裁
判
所
の
解
釈
が
加
盟
各
国
に
国
内
的
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う

に
な
り（
（（
（

、
ま
た
、
一
九
九
五
年
一
月
一
日
よ
り
欧
州
人
権
条
約
が
国

内
法
と
し
て
も
効
力
を
も
つ（
（（
（

よ
う
に
な
っ
て
、
裁
判
所
の
審
理
に
お

け
る
同
条
約
の
重
要
性
が
増
し
た
こ
と
に
よ
り
、
司
法
と
行
政
と
の

基
本
法
上
の
分
離
の
必
要
性
が
増
大
し
た
と
さ
れ
る（
（（
（

。
た
だ
、
改
正

前
の
基
本
法
に
実
質
的
な
変
更
が
加
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
司
法

裁
判
所
と
行
政
裁
判
所
の
複
線
的
シ
ス
テ
ム
は
維
持
さ
れ
、
基
本
法

上
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
行
政
の
伝
統
的
な
政
治
的
中
立
性
、
独
立
性
、
重

要
性
は
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
こ
れ
に
伴

い
行
政
裁
判
所
の
名
称
が
変
更
を
受
け
て
い
る（
（（
（

。

　

以
上
に
関
連
し
て
、
規
範
統
制
（N

orm
kontroll

）（
（（
（

に
つ
い
て

述
べ
た
い
。
日
本
に
お
い
て
も
、
一
般
的
に
規
則
に
は
上
下
の
関
係

が
あ
る
。
憲
法
は
法
律
よ
り
上
位
に
位
置
し
、
法
律
は
政
令
よ
り
上

位
に
位
置
す
る
。
同
様
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
基
本
法

（Grundlag

）、
法
律
（Lag

）
及
び
政
令
（Förordning
）
と
い
う

統
治
組
織
法
に
根
拠
の
あ
る
法
規
の
他
に
、
各
行
政
公
務
所
の
制
定

す
る
法
規
（M
yndighetsföreskrift

）
及
び
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
規
則

（K
om
m
unal föreskrift, O

rdning

な
ど
）
が
あ
る（
（（
（

。
こ
れ
ら
全

体
は
一
般
的
に
法
規
（Föreskrift

）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

基
本
的
自
由
及
び
権
利
の
保
全
を
強
化
す
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
法
規

の
適
法
性
を
審
査
す
る
制
度
が
必
要
と
さ
れ
る（
（（
（

。
更
に
、
Ｅ
Ｕ
加
盟

以
後
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
法
と
欧
州
法
の
衝
突
と
い
う
事
態
が
現
実
化
し

て
い
る
。
そ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
が
欧
州
人
権
条
約
と
の
整

合
性
で
あ
る（
（（
（

。
し
か
も
欧
州
裁
判
所
が
国
内
の
裁
判
所
よ
り
も
上
位

に
位
置
す
る
か
と
い
う
問
題
も
生
じ
る（
（（
（

。
こ
れ
ら
の
規
則
間
の
衝
突

の
解
決
の
た
め
、
規
則
の
制
定
の
前
後
に
規
範
審
査
（N

orm
­

prövning

）
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
の
制
度
と

し
て
、
立
法
顧
問
院
（Lagråd

）
を
事
前
審
査
機
関
と
し
、
裁
判

所
、
行
政
公
務
所
及
び
そ
の
他
の
公
的
機
関
を
事
後
審
査
機
関
と
す

る
こ
と
を
政
府
は
提
案
し
て
い
る（
（（
（

。

　

事
前
審
査
に
つ
い
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
一
七
三
四
年
の
王
国
法
典（
（（
（

以
来
の
長
い
伝
統
を
有
し
て
い
る
。
一
七
三
四
年
法
が
成
立
し
た
と

き
、
そ
の
制
定
文
に
は
こ
の
法
典
に
取
入
れ
る
べ
き
法
律
の
選
択
基

準
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
政
治
及
び
経
済
に
関
す

る
法
律
は
法
典
に
は
取
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た（
（（
（

。
現
に
現

在
出
版
さ
れ
て
い
る
王
国
法
典
（Sveriges Rikes Lag

）
に
も
、

統
治
組
織
法
等
の
基
本
法
は
別
頁
を
と
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
基
準
の
適
用
は
、
一
八
〇
九
年
の
統
治
組
織
法
で
は
最
高
裁
判
所

の
職
務
と
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
一
般
民
法
、
刑
法
及
び
教
会
法

（allm
än Civil= och Crim

inal= sam
t K
yrko=lag

）
の
制
定
及

び
改
廃
は
、
国
王
も
議
会
も
と
も
に
、
片
方
の
同
意
が
な
け
れ
ば
不

可
能
（
共
同
立
法（
（（
（

）
で
、
こ
の
際
、
議
会
の
提
案
に
つ
い
て
、
国
王
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は
自
ら
の
決
定
の
前
に
国
務
大
臣
と
最
高
裁
判
所
の
意
見
を
聴
取
す

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
方
法
は
、
一
九
〇
九
年
の
統
治

組
織
法
の
改
正
で
、
立
法
顧
問
院
（Lagråd

）
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
立
法
顧
問
院
は
、
同
法
二
一
条
に
規
定
さ

れ
、
国
王
の
提
案
す
る
法
令
の
立
法
、
廃
止
、
改
正
又
は
説
明
に
つ

い
て
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
を
職
務
と
し
、
三
人
の
最
高
裁
判
所
判

事
と
一
人
の
法
曹
資
格
の
あ
る
行
政
最
高
裁
判
所
判
事
の
四
人
で
構

成
さ
れ
た（
（（
（

。

　

今
回
の
改
正
前
の
統
治
組
織
法
の
規
定（
（（
（

に
よ
る
と
、
立
法
顧
問
院

は
原
則
と
し
て
最
高
裁
判
所
判
事
及
び
行
政
最
高
裁
判
所
判
事
（
と

も
に
定
年
退
職
後
の
者
を
含
む
）
で
構
成
さ
れ
る
。
立
法
顧
問
院
の

意
見
は
、
政
府
法
律
案
又
は
、
議
会
法
に
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
従
い

議
会
の
委
員
会
法
律
案
に
つ
い
て
取
得
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
立
法
顧

問
院
の
審
査
は
、

一
、
法
律
案
が
基
本
法
及
び
法
秩
序
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
っ

て
い
る
か
。

二
、
法
律
案
の
規
定
が
相
互
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
っ
て
い
る

か
。

三
、
法
律
案
が
法
的
安
定
性
の
要
請
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
っ

て
い
る
か
。

四
、
法
律
案
が
、
そ
の
法
律
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
を
充
足
で
き

る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
。

五
、
そ
の
適
用
の
際
に
生
じ
得
る
問
題
は
何
か
。

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
意
見
取
得

が
必
須
な
の
は
、
基
本
法
の
他
個
人
又
は
公
共
の
観
点
か
ら
重
要
な

法
律
の
法
律
案
に
限
定
さ
れ
る（
（（
（

。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
重
要
性
原

理（
（（
（

」
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
義
務
的
審
査
は
、
議
会
主
義
に
対
す

る
介
入
の
意
味
合
い
を
も
つ
こ
と
と
実
務
的
に
最
高
裁
判
所
判
事
及

び
行
政
最
高
裁
判
所
判
事
の
本
来
の
裁
判
事
務
の
実
行
を
妨
げ
な
い

こ
と
の
二
点
で
あ
っ
た（
（（
（

。

　

法
令
の
事
後
審
査
に
つ
い
て
は
、
前
統
治
組
織
法
は
、
一
一
章
一

四
条
に
「
裁
判
所
又
は
そ
の
他
の
公
的
機
関
は
あ
る
規
定
が
基
本
法

又
は
そ
の
他
の
上
位
の
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
、
又
は
制
定

さ
れ
た
手
続
が
本
質
的
部
分
で
そ
の
制
定
の
際
に
無
視
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
認
め
た
場
合
に
は
、
そ
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
が
で
き

る
。
国
会
又
は
政
府
が
規
定
を
決
定
し
た
場
合
、
そ
の
適
用
は
、
過

誤
が
明
白
な
場
合
に
の
み
こ
れ
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。」
と

規
定
し
て
い
た
。
こ
こ
で
行
わ
れ
る
の
は
具
体
的
規
範
審
査
で
あ
り
、

あ
る
法
令
を
一
般
的
に
妥
当
し
な
い
と
い
う
判
断
（
抽
象
的
規
範
審

査
）
は
で
き
な
い（
（（
（

。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
な
ど
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

事
後
審
査
は
、
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
、
既
に
施
行
さ
れ
て
い
る

法
規
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
拘
束
力
は
当
事
者
以
外
に
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は
及
ば
な
い
。
妥
当
し
な
い
と
さ
れ
た
法
規
が
そ
の
判
断
に
よ
っ
て

完
全
に
意
味
を
失
う
の
で
は
な
い
。

　

立
法
顧
問
院
の
法
令
審
査
と
異
な
り
、
事
後
審
査
は
比
較
的
新
し

い
制
度
で
、
司
法
及
び
行
政
機
関
の
活
動
の
中
で
生
成
さ
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
。
問
題
の
発
生
は
、
公
務
員
の
意
に
反
す
る
転
勤
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
当
時
の
統
治
組
織
法
三
六
条（
（（
（

に
違
反
す
る
と
し
て

訴
訟
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
件
で
裁
判
所
の
違
法
と
す

る
判
決
が
相
次
ぎ
、
事
後
審
査
は
裁
判
所
の
判
例
と
し
て
確
立
し
た

が
、
そ
の
法
制
化
は
、
い
わ
ゆ
る
共
同
立
法
（Sam
fälld lagstift­

ning

）（
（（
（

に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
解
決
で
き
ず
、
そ
の
後
長
い

論
争
が
続
い
た
。
次
い
で
、
一
九
七
三
年
に
国
民
の
自
由
及
び
権
利

の
基
本
法
に
よ
る
保
障
の
強
化
と
拡
大
が
問
題
に
な
っ
た
際
、
法
律

審
査
も
併
せ
て
取
上
げ
ら
れ
、
そ
の
拡
大
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

が
複
雑
な
議
論（
（（
（

を
経
て
一
九
八
〇
年
の
改
正
で
上
記
の
一
一
章
一
四

条
の
規
定
に
結
実
し
た
。
議
会
は
、
法
律
制
定
の
最
高
機
関
で
あ
り
、

議
会
の
み
が
基
本
法
を
立
法
で
き
る
。
従
っ
て
、
議
会
の
み
が
あ
る

法
規
が
基
本
法
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
審
査
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
か
ら
、「
明
白
性
要
件
は
、
憲
法
委
員
会
の
見
解
に
よ
れ

ば
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
規
定
の
解
釈
の
可
能
な
余
地
の
範
囲
内
に

右
の
規
定
が
と
ど
ま
る
限
り
で
、
議
会
が
基
本
法
の
法
定
す
る
と
こ

ろ
を
適
用
す
る
こ
と
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
伴
う
。
そ
れ
故
、
議
会

の
決
定
し
た
法
規
の
適
用
を
放
棄
す
る
た
め
に
は
、
右
の
法
規
が
実

質
的
に
基
本
法
の
法
定
す
る
と
こ
ろ
と
一
致
し
な
い
か
、
又
は
右
の

法
規
の
決
定
に
際
し
て
、
右
の
法
規
に
本
質
的
な
重
要
性
が
あ
る
と

明
ら
か
に
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
法
手
続
に
関
す
る
基
本
法
又

は
議
会
法
が
明
確
に
法
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
明
白
か
つ
直
接
的
に

無
視
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。（
（（
（

」
こ
う
し
て
、
事
後
審
査
権

は
、
司
法
及
び
公
行
政
の
執
行
と
し
て
法
的
規
則
を
適
用
す
る
す
べ

て
の
機
関
に
属
す
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
、
通
常
の
法
律
は
基
本
法

の
規
定
に
「
明
ら
か
に
違
反
す
る（
（（
（

」
場
合
こ
れ
を
排
除
で
き
る
と
さ

れ
た
。

　

以
上
法
令
の
事
前
審
査
及
び
事
後
審
査
に
関
す
る
制
度
の
展
開
と
、

前
者
に
つ
い
て
重
要
性
原
理
、
後
者
に
つ
い
て
明
白
性
原
理
の
内
容

を
明
ら
か
に
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
は
、
事
後
審
査
に
つ
い
て
は

具
体
的
な
訴
訟
事
件
又
は
行
政
事
件
に
お
い
て
個
別
的
に
裁
判
所
及

び
そ
の
他
の
公
的
機
関
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
を
明
示
す
る（
（（
（

が
、
い
わ

ゆ
る
明
白
性
原
理
は
採
用
し
て
い
な
い（
（（
（

。
ま
た
、
事
前
審
査
に
つ
い

て
は
立
法
顧
問
院
を
強
化
し
、
政
府
又
は
議
会
法
の
指
示
す
る
と
こ

ろ
に
従
い
議
会
の
委
員
会
は
、
立
法
顧
問
院
よ
り
意
見
を
取
得
す
る

と
現
在
形
で
規
定
し
て
、
意
見
取
得
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
重
要
性
原
理
に
関
す
る
動
議
は
採
択
さ
れ
な
か
っ
た（
（（
（

。

　

こ
の
事
態
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
欧
州
人
権
条
約
と
欧
州
連
合
加
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入
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
一
九
九
五
年
に
欧

州
人
権
条
約
に
国
内
法
と
同
じ
法
律
的
効
力
を
も
つ
よ
う
に
し
た（
（（
（

が
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
こ
れ
よ
り
以
前
同
条
約
の
成
立
の
初
期
の
段
階
か

ら
そ
の
制
定
に
関
与
し
て
お
り
、
制
定
後
も
そ
の
発
展
に
寄
与
し
て

い
る
。
欧
州
人
権
条
約
は
、
国
連
の
人
権
宣
言
が
抽
象
的
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
侵
害
さ
れ
た
人
権
の
救
済
を
具
体
的
に
実
現
す
る
意
図

を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
欧
州
人
権
裁
判
所
が
設
立
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
裁
判
所
に
救
済
を
求
め
る
訴
訟
は
年
々
そ
の
数
を
増
し
て

い
る
と
さ
れ
る
。
法
技
術
的
に
は
、
国
民
の
自
由
及
び
権
利
の
保
障

は
統
治
組
織
法
も
定
め
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
欧
州
人
権
条
約
を
国

内
法
に
す
る
と
、
二
重
規
範
の
状
態
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
同
条
約

を
一
般
の
法
律
と
し
て
導
入
し
、
基
本
法
と
は
異
な
っ
た
も
の
と
し
、

ま
た
欧
州
人
権
条
約
を
国
内
法
に
す
る
と
、
そ
の
後
に
制
定
さ
れ
る

国
内
法
が
条
約
に
優
先
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
解
決
策
と
し

て
条
約
の
内
容
に
反
す
る
立
法
を
不
可
能
と
す
る
こ
と
を
基
本
法
に

規
定
す
る
。
こ
う
し
た
議
論（
（（
（

を
経
て
、
今
回
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　

規
範
統
制
に
関
連
し
て
、
上
述
し
た
明
白
性
原
理
と
重
要
性
原
理

は
と
も
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
国
民
主
権
及
び
法
治
主
義
と
い

う
統
治
組
織
法
一
章
に
定
め
る
基
本
的
な
原
理
か
ら
、
明
白
性
原
理

に
つ
い
て
は
、
一
方
に
政
治
的
決
定
権
が
国
民
の
選
出
し
た
議
会
か

ら
裁
判
所
に
移
る
と
い
う
危
険
と
、
他
方
統
治
組
織
法
二
章
の
自
由

及
び
人
権
の
保
全
に
か
か
る
規
定
の
裁
判
所
に
よ
る
引
用
が
不
可
能

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
の
保
全
が
弱
ま
る
と
い
う
危
険
と
を
回

避
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ（
（（
（

、
事
後
審
査
に
つ
い
て
こ
の
原
理
を
排
除

す
る
こ
と
を
基
本
法
調
査
会
は
提
案
し
て
い
る（
（（
（

。
ま
た
、
重
要
性
原

理
に
つ
い
て
は（
（（
（

、
立
法
顧
問
院
に
よ
る
事
前
審
査
を
義
務
化
し
、
特

定
の
法
律
の
み
を
重
視
す
る
姿
勢
を
排
し
、
原
則
的
に
す
べ
て
の
法

律
案
に
つ
い
て
立
法
顧
問
院
の
審
査
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

さ
れ
た
。
同
時
に
コ
ミ
ュ
ー
ン
へ
の
義
務
賦
課
を
内
容
と
す
る
法
律

も
事
前
審
査
の
対
象
に
含
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
関

連
で
、
い
わ
ゆ
る
憲
法
裁
判
所
の
制
度
化
は
否
定
さ
れ
た（
（（
（

。

四　

コ
ミ
ュ
ー
ン
に
つ
い
て

　

コ
ミ
ュ
ー
ン
に
関
す
る
章
を
設
け
る
理
由
と
し
て
、
政
府
提
出
法

律
案
は
、「
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
関
す
る
状
況
及
び
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
特
殊

な
状
況
」
に
つ
い
て
統
治
組
織
法
に
規
定
を
置
く
必
要
性
を
述
べ
て

い
る（
（（
（

。
そ
の
理
由
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
自
治
支
配
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

中
心
的
地
位
を
占
め
、
民
主
主
義
体
制
の
重
要
な
一
部
を
な
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
統
治
組
織
法
の
規
定
か
ら
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

国
民
支
配
は
、
代
表
的
及
び
議
会
的
民
主
主
義
並
び
に
コ
ミ
ュ
ー
ン

の
自
治
支
配
を
通
し
て
現
実
化
す
る
の
で
あ
る
。
基
本
法
調
査
会
は
、
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コ
ミ
ュ
ー
ン
と
ラ
ン
ヅ
テ
ィ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
地
位
に
つ
い
て
新

た
な
章
を
統
治
組
織
法
に
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治

支
配
の
重
要
性
を
際
立
た
せ
、
そ
し
て
、
章
の
位
置
は
国
家
に
関
わ

る
規
則
の
後
に
置
く
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
関
す

る
規
定
は
、
前
統
治
組
織
法
で
は
一
章
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
今
回

の
改
正
で
は
、
同
じ
く
一
章
に
規
定
を
置
く
と
同
時
に
、
上
記
の
よ

う
に
そ
の
重
要
性
か
ら
独
立
し
た
一
章
が
一
四
章
と
し
て
あ
て
ら
れ

て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ー
ン
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
教
会
の
教
区
に
そ
の
起
源
が
あ

る
（
（（
（

。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
グ
ス
タ
フ
・

ヴ
ァ
サ
の
時
代
の
宗
教
改
革
に
よ
り
、
ル
ー
テ
ル
派
の
キ
リ
ス
ト
教

を
国
教
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
国
で
あ
っ
た
。
国
全
体
に
、
教
区
ご
と

に
教
会
が
存
在
し
、
各
教
区
が
そ
れ
自
身
ひ
と
つ
の
行
政
単
位
で
も

あ
っ
た
。
教
区
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
教
区
内
の
案
件
に
つ
い
て
自

ら
決
定
す
る
自
治
権
を
有
し
て
い
た（
（（
（

。
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
語
が
初
め
て

使
用
さ
れ
た
の
は
、
一
八
六
二
年
と
い
わ
れ
、
こ
の
年
に
国
王
の
勅

令
に
よ
っ
て
各
教
区
に
コ
ミ
ュ
ー
ン
と
い
う
行
政
単
位
が
い
わ
ば
設

置
さ
れ
た
。

　

国
の
各
教
区
は
、
個
別
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
構
成
す
る
。
そ
の
構

成
員
は
自
ら
、
こ
の
勅
令
が
細
か
く
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、

そ
の
共
通
の
秩
序
及
び
経
済
案
件
に
つ
い
て
、
そ
の
処
理
が
公
の

役
所
に
属
し
な
い
限
り
、
そ
れ
ら
の
案
件
を
世
話
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

教
会
の
案
件
の
処
理
並
び
に
国
民
学
校
に
関
す
る
事
案
に
つ
い

て
は
、
別
に
法
定
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
一
八
六
二
年
の
勅
令
「
国
内
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
支
配
に
関
す

る
勅
令（
（（
（

」
の
冒
頭
の
規
定
で
あ
る
。
以
降
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
関
す
る

事
項
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
法
に
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
コ
ミ
ュ
ー
ン

に
は
自
治
が
認
め
ら
れ
て
き
た（
（（
（

。

　

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
一
九
七
四
年
統
治
組
織
法
に
お

い
て
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
民
主
主
義
の
基
礎
を
構

成
し
て
い
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
的
拘
束
力
を

も
つ
コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治
の
定
義
は
存
在
し
な
い
と
さ
れ
、
基
本
法
調

査
会
の
答
申
に
は
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治
の
内
容
は
時
代
に
よ
り
異

な
っ
た
様
相
を
示
し
て
い
る
と
の
一
九
七
四
年
法
の
立
法
資
料（
（（
（

の
記

述
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
資
料
に
は
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治

支
配
を
め
ぐ
っ
て
確
定
的
で
正
確
な
境
界
を
統
治
組
織
法
の
中
に
引

く
こ
と
は
適
当
で
も
可
能
で
も
な
く
、
か
つ
、
相
当
広
範
囲
に
わ
た

る
国
と
コ
ミ
ュ
ー
ン
間
の
業
務
及
び
権
限
の
分
配
は
社
会
の
発
展
と

と
も
に
変
化
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。

　

本
来
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
は
国
家
体
制
と
は
異
な
っ
た
制
度
を
採
用

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
お
り
、
統
治
組
織
法
に
規
定
を
置
く
こ
と
は
、
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地
方
自
治
が
国
家
統
制
に
服
す
る
意
味
合
い
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
は

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
民
に
は
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る（
（（
（

。

か
つ
て
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
行
政
に
対
す
る
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
監
督
は
制

限
さ
れ
て
い
た（
（（
（

。
ま
た
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
法
は
枠
組
法
（ram

lag

）

と
し
て
制
定
さ
れ
、
目
的
と
法
的
な
枠
の
み
を
法
律
が
定
め
、
実
質

的
内
容
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
任
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
こ
れ
ら
の
点
で
地
方
自

治
の
意
味
が
わ
が
国
と
は
異
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　

地
方
自
治
に
関
し
て
は
、
欧
州
地
方
自
治
憲
章（
（（
（

に
触
れ
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
地
方
レ
ベ
ル
で
の
欧
州
各
国
の
協
力
関
係
に
関
わ

る
も
の
で
、
欧
州
全
体
の
地
方
自
治
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
す

る
。
そ
の
前
提
は
、
地
方
分
権
的
な
決
定
が
民
主
主
義
の
必
須
の
根

拠
で
あ
る
こ
と
及
び
住
民
の
公
的
案
件
へ
の
参
加
に
と
り
重
要
な
意

義
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
同
憲
章
に
は
、
国
と
地
方
自
治
体
と
の
関

係
に
関
す
る
基
本
原
則
が
掲
げ
ら
れ
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治
の
法
的
な

規
制
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
区
画
の
保
全
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
行
政
の
構
造
、

国
の
監
督
及
び
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
経
済
資
源
の
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

同
憲
章
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
批
准
す
る
た
め
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
法
と

の
適
合
が
必
要
で
、
憲
章
の
要
件
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
法
律
体
制
が

充
足
し
て
い
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

　

今
回
の
改
正
で
問
題
に
な
っ
た
事
項（
（（
（

は
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
が
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
民
支
配
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
①
一
次

コ
ミ
ュ
ー
ン
と
地
域
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
名
称
、
②
コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治
を

統
治
組
織
法
の
中
に
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
、
③
コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治

の
制
限
の
あ
り
方
、
④
コ
ミ
ュ
ー
ン
間
の
税
金
の
調
整
、
⑤
コ

ミ
ュ
ー
ン
を
レ
ミ
ス
機
関
と
し
て
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

①
で
は
、
一
次
コ
ミ
ュ
ー
ン
と
ラ
ン
ヅ
テ
ィ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ー
ン
と

い
う
表
現（
（（
（

が
前
統
治
組
織
法
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
表
現
は
、

新
統
治
組
織
法
で
は
、
地
方
的
レ
ベ
ル
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
と
地
域
的
レ

ベ
ル
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
と
い
う
表
現
に
換
え
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。
そ
の
理
由

は
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
法
と
統
治
組
織
法
と
で
こ
れ
ら
二
種
類
の
コ

ミ
ュ
ー
ン
の
名
称
が
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ（
（（
（

に
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ー
ン

の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
責
任
委
員
会
は
、
こ
の
用
語
の
相
違
を
問
題

視
し
、
共
通
の
語
を
使
用
す
る
こ
と
と
、
そ
の
実
態
か
ら
一
次
コ

ミ
ュ
ー
ン
と
ラ
ン
ヅ
テ
ィ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ー
ン
と
い
う
表
現
を
廃
止
し

て
、
新
統
治
組
織
法
の
表
現
を
用
い
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る（
（（
（

。
そ

し
て
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治
支
配
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
中
心
的
地
位
を

占
め
、
民
主
主
義
の
重
要
な
一
部
を
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

に
関
す
る
特
別
な
一
章
を
統
治
組
織
法
に
設
け
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治

支
配
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
課
税
権
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
自
己
決
定
権
な
ど

を
新
た
な
章
に
規
定
す
る
と
し
て
い
る（
（（
（

。

　

②
は
新
設
の
一
四
章
一
条
及
び
二
条
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
一
四

章
二
条
は
今
度
の
改
正
で
新
設
さ
れ
た
規
定
で
あ
る
。
即
ち
、
コ
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ミ
ュ
ー
ン
の
決
定
権
は
選
挙
に
よ
る
議
会
に
よ
り
行
使
さ
れ
、
コ

ミ
ュ
ー
ン
自
治
支
配
の
根
拠
に
た
っ
て
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
す
べ
て
の
活

動
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る（
（（
（

。

　

③
は
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
活
動
に
対
す
る
国
の
規
制
に
つ
い
て
、
規

制
を
必
要
と
す
る
目
的
と
均
衡
の
取
れ
る
範
囲
に
そ
の
制
限
を
と
ど

め
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治
支
配
を
保
全
す
る
必
要
か
ら
統
治
組
織
法
に

一
四
章
三
条
の
規
定
を
置
い
て
い
る（
（（
（

。

　

④
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
課
税
権
を
明
確
に
規
定
す
る
と
と
も
に
、
他

の
コ
ミ
ュ
ー
ン
へ
の
費
用
援
助
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ー

ン
の
課
税
措
置
を
停
止
さ
せ
た
り
、
上
限
を
設
け
た
り
す
る
規
定
を

法
律
に
置
く
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
し
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
間
の
経
済

的
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
調
整
措
置
に
つ
い
て
も
一
四
章
四
条
及

び
五
条
に
規
定
を
設
け
て
い
る（
（（
（

。

　

以
上
は
、
新
設
の
一
四
章
「
コ
ミ
ュ
ー
ン
」
の
中
に
規
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
⑤
に
つ
い
て
は
、
新
統
治
組
織
法
七
章
二
条
に
、

政
府
案
件
の
準
備
に
際
し
て
、「
必
要
と
さ
れ
る
範
囲
で
、
コ

ミ
ュ
ー
ン
か
ら
も
情
報
及
び
意
見
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
規
定
を
新
設
し
、
い
わ
ゆ
る
レ
ミ
ス
手
続
で
コ
ミ
ュ
ー
ン
の

意
見
を
求
め
る
こ
と
を
必
要
化
し
て
い
る（
（（
（

。

五　

議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
つ
い
て

　

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
論
文
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
関
連
で
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
つ

い
て
、
新
統
治
組
織
法
一
三
章
六
条
は
、
左
記
の
よ
う
に
規
定
し
て

い
る
。

　

議
会
は
、
議
会
の
決
定
す
る
規
則
に
従
つ
て
公
の
活
動
に
お
け

る
法
律
又
は
そ
の
他
の
法
規
の
適
用
に
対
す
る
監
督
を
実
行
す
る

一
人
又
は
複
数
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
（
議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
）
を
選

任
す
る
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
右
の
規
則
に
示
さ
れ
て
い
る
事
件

に
つ
い
て
訴
え
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

裁
判
所
及
び
行
政
公
務
所
並
び
に
国
又
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
公
務

員
は
、
議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
求
め
る
情
報
及
び
意
見
を
議
会
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の

監
督
に
服
す
る
そ
の
他
の
者
も
右
の
義
務
を
負
う
。
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
は
、
裁
判
所
及
び
行
政
公
務
所
の
記
録
及
び
文
書
を
利
用
す
る

権
利
を
有
す
る
。
公
共
の
検
察
官
は
、
そ
の
求
め
に
よ
り
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
を
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
関
す
る
細
則
は
、
議
会
法
及
び
そ
の
他
の
法
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律
で
制
定
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
旧
規
定
は
一
二
章
六
条
に
あ
り
、
そ
の
一
項
及

び
三
項
の
文
言
は
新
規
定
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
が
、
二
項
の
文
言
は

左
記
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
裁
判
所
及
び
行
政
公
務
所
の
合
議
又

は
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
右
の
機
関
の
記
録
及

び
書
類
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
及
び
行
政
公
務
所

並
び
に
国
又
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
公
務
員
は
、
議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

の
要
求
す
る
情
報
及
び
所
見
を
議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
の
者
以
外
で
議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
監
督

に
服
す
る
者
も
右
の
義
務
を
負
う
。
公
共
の
検
察
官
は
、
要
求
に

よ
り
議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
を
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
二
つ
の
規
定
の
大
き
い
相
違
は
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
裁
判
所

及
び
行
政
公
務
所
の
合
議
又
は
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
文
言
が
削
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
別
稿（
（（
（

で
簡
単
に
触
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
付
言
す
る
と
、
今
回
の
改
正
で
、

上
記
の
よ
う
に
司
法
に
関
す
る
章
が
独
立
し
、
同
時
に
裁
判
所
の
地

位
が
基
本
法
の
中
で
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
裁
判
所
の
合
議
へ

の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
及
び
法
務
監
察
長
官
の
出
席
権
が
削
除
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
様
に
、
行
政
公
務
所
の
会
議
へ
の
出
席
権
も

削
除
さ
れ
て
い
る
。
政
府
資
料
に
よ
る
と
、
裁
判
所
の
独
立
を
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
の
調
査
が
侵
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
以
前
か
ら
当
然

の
こ
と
と
さ
れ
、
実
際
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
合
議
に
出
席
す
る
こ
と

は
な
く
な
っ
て
い
て（
（（
（

、
今
回
の
改
正
は
、
こ
れ
を
明
確
に
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
。

　

な
お
、
記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス
（
利
用
）
に
つ
い
て
は
、
憲
法
委
員

会
の
記
録
利
用
権
の
範
囲
の
拡
大
が
提
案
さ
れ
て
お
り（
（（
（

、
こ
れ
は
議

会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
ア
ク
セ
ス
と
は
や
や
意
味
が
異
な
る
と
し
て
、

憲
法
委
員
会
の
場
合
はutfå

、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
場
合
はtillgång

が
統
治
組
織
法
の
規
定
の
文
言
と
し
て
使
用
さ
れ
、
取
得
す
る（
（（
（

と

な
っ
て
い
な
い
。

結
語

　

以
上
今
回
の
統
治
組
織
法
の
改
正
に
つ
い
て
、
特
に
章
の
追
加
、

変
更
の
あ
っ
た
部
分
を
中
心
に
筆
者
の
手
で
参
照
し
得
た
資
料
の
範

囲
で
述
べ
て
き
た
。
総
理
大
臣
の
信
任
投
票
、
選
挙
制
度
、
国
民
の

自
由
及
び
権
利
の
保
全
に
関
す
る
諸
規
定
等
に
関
し
て
は
手
を
つ
け

な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
は
不
充
分
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
こ
で
紹
介
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

一
つ
の
感
想
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
法
制
度
の
も
っ
て
い
る
長
い

歴
史
で
あ
る
。
法
制
度
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
継
続
性
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と
大
陸
法
の
三
つ
の
Ｒ
が
説
か
れ
る
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
似
て
、
法
制
度
に
歴
史
的
継
続
性
が
認
め
ら
れ
る
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
法
典
の
索
引
で
み
る
と
、
最
も
古
い
法
律
の
規
定

は
一
七
三
六
年
に
遡
る
。
更
に
、
裁
判
官
規
則
を
引
き
合
い
に
出
せ

ば
、
一
五
四
〇
年
以
前
に
遡
れ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
法
を
知
る
に
は

そ
の
歴
史
に
興
味
を
も
ち
、
理
解
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
必
要
だ
と

改
め
て
感
じ
る
。

　

最
後
に
、
国
会
図
書
館
の
翻
訳
に
つ
い
て
感
想
を
記
し
て
お
き
た

い
。
こ
の
資
料
は
、
解
説
と
翻
訳
か
ら
な
っ
て
お
り
、
解
説
の
部
分

は
冒
頭
に
年
表
を
付
し
て
、
序
論
、
憲
法
の
内
容
、
憲
法
改
正
手
続
、

結
語
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
翻
訳
は
、
統
治
組
織

法
の
み
で
な
く
、
王
位
継
承
法
、
出
版
の
自
由
に
関
す
る
法
律
及
び

表
現
の
自
由
に
関
す
る
基
本
法
を
含
む
基
本
法
（
訳
語
は
す
べ
て
著

者
の
も
の
）
全
部
を
訳
出
し
て
い
る
ほ
か
、
解
説
に
Ａ
４
判
二
〇
頁

を
費
や
し
て
い
る
。
著
者
は
基
本
法
四
法
を
ま
と
め
て
憲
法
と
理
解

し
、
解
説
を
加
え
て
い
る
。

　

解
説
の
内
容
を
一
覧
し
た
と
き
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
憲
法
の
特
色
、

人
権
、
統
治
機
構
及
び
安
全
保
障
が
中
見
出
し
と
な
っ
て
い
る
の
に

気
づ
く
。
そ
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
憲
法
の
特
色
は
、「
制
限
さ
れ

た
君
主
制
」
と
「
行
政
に
対
す
る
統
制
」
に
分
け
て
記
述
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
特
色
は
こ
れ
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が

生
じ
る
。
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
関
し
て
は
何
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い（
（（
（

。
こ

の
態
度
は
、
翻
訳
で
統
治
組
織
法
一
章
一
条
の
訳
文
で
コ
ミ
ュ
ー
ン

の
語
を
訳
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
。
次
に
、

人
権
に
つ
い
て
著
者
は
相
当
の
力
を
入
れ
て
、
解
説
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
人
権
に
関
わ
る
統
治
組
織
法
の
章
（
第
二
章
）
の
標
題
は

基
本
的
自
由
及
び
権
利
で
あ
る
。
著
者
は
今
回
の
改
正
点
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か（
（（
（

。
ま
た
、
人
権
の
節
の
中
に
出
版
の

自
由
に
関
す
る
法
律
と
表
現
の
自
由
に
関
す
る
基
本
法
と
を
含
め
て

い
る
。
こ
の
二
つ
の
自
由
に
関
わ
る
法
律
は
、
人
権
と
し
か
関
わ
り

が
な
い
よ
う
に
読
め
て
し
ま
う
。
何
故
統
治
組
織
法
の
他
に
、
出
版

の
自
由
に
関
す
る
法
律
と
表
現
の
自
由
に
関
す
る
基
本
法
が
独
立
し

て
基
本
法
と
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
理
由
が
著
者
の
解
説
か
ら
は

伝
わ
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
思
う
。
統
治
機
構
に
つ
い
て
は
特
に
述
べ

る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
折
角
二
〇
一
一
年
施
行
の
新
し
い

統
治
組
織
法
を
翻
訳
し
て
い
な
が
ら
、
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た

行
政
と
司
法
と
の
分
離
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
は
残
念

で
あ
る
。
し
か
も
、
著
者
は
参
照
す
べ
き
立
法
資
料
（SO

U
 2008: 

125
）
の
存
在
を
承
知
し
て
い
る（
（（
（

。

　

し
か
し
、
今
回
の
翻
訳
は
、
国
会
図
書
館
内
部
に
最
新
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
基
本
法
の
翻
訳
が
用
意
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
我
々

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
法
研
究
者
に
と
っ
て
は
恐
ら
く
慶
ぶ
べ
き
こ
と
と
思
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う
。
た
だ
、
こ
れ
は
苦
言
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
広
い
視
野
に

た
っ
て
制
度
を
見
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

末
尾
に
、
今
回
改
ま
っ
た
一
一
、
一
二
及
び
一
四
の
三
つ
の
章
の

拙
訳
を
付
し
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

（
1
）　

坂
田
仁
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
統
治
組
織
法
（
試
訳
）、
法
学
研
究

六
七
巻
八
号
、
一
九
九
四
年
。

（
2
）　

坂
田
仁
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
つ
い
て
、

人
間
科
学
論
究
第
一
八
号
、
二
〇
一
〇
年
。

（
3
）　

坂
田
仁
、「
議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
―
法
律
の
番
人
」
を
読
む
、

人
間
科
学
論
究
第
一
九
号
、
二
〇
一
一
年
。

（
4
）　

同
右
、
人
間
科
学
論
究
第
一
九
号
七
六
～
七
頁
参
照
。

（
5
）　

山
岡
規
雄
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
憲
法
、
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及

び
立
法
考
査
局
基
本
情
報
シ
リ
ー
ズ
⑦
、
各
国
憲
法
集（
1
）、
二
〇

一
二
年
。

（
6
）　Regeringsform

を
英
語
に
直
す
と
、Form

 of Govern­
m
ent

と
な
る
。
こ
の
英
語
表
現
は
、
ペ
ン
（W

illiam
 Penn, 

1644-1718.

）
の
制
定
し
た
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
の
政
体
書

（Fram
e of Governm

ent

）
を
連
想
さ
せ
る
。

（
7
）　Inger, Göran, Svensk rättshistoria, 2.1 uppl., 1983, 
s.83. 

（
8
）　Sundberg, H

alvar G.F. &
 Petrén, Gustav, Sveriges 

grundlagar och tillhörande författningar m
ed förklarin­

gar, 11 uppl., N
orstedts, 1971, ss.65ff. 

第
一
条
に
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
王
国
は
国
王
が
統
治
す
る
と
規
定
さ
れ
、
続
く
規
定
に
は
章
別
が

な
い
。

（
9
）　

議
会
は
、
貴
族
部
会
、
聖
職
者
部
会
、
市
民
部
会
及
び
農
民
部

会
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
（Inger, O

p. cit., ss.80-82 cf.

）。
こ

の
構
成
は
一
九
世
紀
ま
で
存
続
し
、
一
八
六
六
年
に
廃
止
さ
れ
、
二

院
制
議
会
が
そ
れ
に
替
わ
っ
た
（Inger, O

p. cit., s.176.

）。

（
10
）　

坂
田
、
前
掲
人
間
科
学
論
究
一
八
号
五
頁
（
注
を
含
む
）
は
、

間
接
的
で
は
あ
る
が
、
一
八
〇
九
年
の
統
治
組
織
法
の
成
立
事
情
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
11
）　

坂
田
、
前
掲
人
間
科
学
論
究
一
八
号
九
頁
注
15
及
び
16
参
照
。

一
八
〇
九
年
三
月
国
王
グ
ス
タ
フ
四
世
の
逮
捕
（
革
命
と
も
ク
ー
デ

タ
ー
と
も
い
わ
れ
る
）
後
、
カ
ー
ル
公
爵
が
一
時
的
に
摂
政
と
し
て

権
力
を
握
り
、
迅
速
な
立
法
が
図
ら
れ
た
。
カ
ー
ル
公
爵
は
グ
ス
タ

フ
四
世
の
統
治
組
織
法
と
新
た
な
改
正
案
の
二
者
択
一
を
諸
身
分
に

求
め
た
が
、
諸
身
分
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
議
会
が
新
た
な
基
本
法
制

定
権
を
獲
得
し
た
。
そ
し
て
、
グ
ス
タ
フ
四
世
の
退
位
と
諸
身
分
に

よ
る
新
た
な
統
治
組
織
法
が
定
ま
る
ま
で
カ
ー
ル
公
爵
が
摂
政
に
と

ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
諸
身
分
は
、
議
会
内
部
に
初
め
て
憲
法
委

員
会
を
組
織
し
、
こ
こ
に
新
し
い
統
治
組
織
法
の
制
定
を
任
せ
た
。

こ
の
委
員
会
の
委
員
長
が
初
代
の
議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
マ
ン
ネ
ル

ハ
イ
ム
で
あ
る
。

（
12
）　D

ir. 2004:96. En sam
lade översyn av regeringsform

en. 
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こ
の
指
示
は
、SO

U
 2008:125, En reform

erad grundlag, 
ss.833-853

に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　D

ir. 2004:96, SO
U
 2008:125, s.833.

（
14
）　SO

U
 2008:125, s.3.

（
15
）　D

ir. 2004:96, SO
U
 2008:125, s.833 

及
び ss.841-852.

（
16
）　D

ir. 2004:96, SO
U
 2008:125, ss.833f.

（
17
）　D

ir. 2004:96, SO
U
 2008:125, s.852. 

そ
の
最
終
答
申
は
、

SO
U
 2007:10, H

ållbar sam
hällsorganisation m

ed 
utvecklingskraft

と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）　

以
下
の
領
域
の
記
述
は
、SO

U
 2008:125, ss.7-18

（
目
次
）

に
よ
る
。

（
19
）　Prop. 2009/10:80, En reform

erad grundlag.

（
20
）　Prop. 2009/10:80, s.8.

（
21
）　Svensk juristtidning(SvJT
) 95, 2010, s.771. 

（
22
）　Prop. 2009/10:80, ss.83-85. 

（
23
）　Prop. 2009/10:80, s.84. 

こ
こ
にSO

U
 1963:17, s.43

か
ら

の
引
用
と
し
て
、
基
本
法
は
、
一
般
的
な
興
味
を
も
つ
国
民
が
容
易

に
読
み
、
か
つ
そ
の
主
要
部
分
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
書
か
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
24
）　Prop. 2009/10:80, s.84.

（
25
）　

筆
者
の
質
問
に
対
す
る
二
〇
〇
八
年
六
月
一
六
日
付
の
国
語
局

（Språkrådet

）
か
ら
の
回
答
。

（
26
）　Sw

ensk författnings=sam
ling, 1845, N

r.23, ss.7-8. 

（
27
）　Sundberg et al., O

p. cit., ss.27-29.

（
28
）　

萩
原
金
美
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
司
法
、
弘
文
堂
、
一
九
八
六
年
、

四
頁
。

（
29
）　

萩
原
、
前
掲
書
五
頁
。

（
30
）　

萩
原
、
前
掲
書
五
～
六
頁
。
園
部
逸
夫
・
枝
根
茂
、
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
法
、
弘
文
堂
、
一
九
九
三
年
、
一
二
四
頁
参
照
。

（
31
）　Riksdag &

 D
epartem

ent (R&
D
), N
r.15, 1995, s.18. 

（
32
）　

人
間
の
基
本
的
権
利
及
び
自
由
の
保
全
に
関
す
る
欧
州
条
約
に

関
す
る
法
律
（Lag (1994:1219) om

 den europeiska konvent­
ionen angående skydd för de m

änskliga rättigheterna 
och de grundliggande friheterna.

）。

（
33
）　Prop. 2009/10:80, s.119. SO

U
 2008: 125, ss.345-347. 

（
34
）　Prop. 2009/10:80, s.120, SO

U
 2008: 125, ss.347-349.

（
35
）　

統
治
組
織
法
一
一
章
一
条
に
よ
りRegeringsrätten

は

H
ögsta förvaltningsdom

stolen

に
、
通
常
行
政
裁
判
所
法
の
改

正
（SFS2009:773

）
に
よ
りlänsrätt

はförvaltningsrätt

に
、

そ
れ
ぞ
れ
改
称
さ
れ
て
い
る
。

（
36
）　

こ
の
語
はD

ir. 2004:96, SO
U
 2008:125, s.851

に

“norm
kontroll genom

 lagprövning

”
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

（
37
）　SO

U
 2008:125, s.357. Bernitz, U

lf et al. Finna rätt, 9 
uppl., N

orstedts, 2006, ss.46-48 cf. 
（
38
）　D

ir. 2004:96, SO
U
 2008:125, s.851.

（
39
）　SO

U
 2008:125, s.357. 

新
統
治
組
織
法
二
章
一
九
条
、
前
統
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治
組
織
法
二
章
二
三
条
は
同
条
約
を
国
内
法
と
し
て
い
る
。
前
掲
注

（
32
）参
照
。

（
40
）　SO

U
 2008:125, s.357. 

前
掲
注（
31
）参
照
。

（
41
）　SO

U
 2008:125, s.358, Prop. 2009/10:80, ss.141f.

（
42
）　Sveriges Rikes Lag gillad och antagen på åhr 1734, 

Stockholm
, 1780

がRättshistoriskt bibliotek, 37 bd.

と
し
て

復
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
43
）　O

p. cit. bibliotek 37 bd., Friedlich. L. S.

の
布
告
文

の
三
頁
目
。H

alvar G.F. et al., O
p. cit., ss.110f.

（
44
）　

統
治
組
織
法
（1809
）
八
七
条
。 O
p. cit. Sw

ensk 
författnings=sam

ling, 1845, N
r.23, ss.28f. H

alvar G.F. et al., 
O
p. cit., s.32. SO

U
 2008:125, s.360.

（
45
）　H

alvar G.F. et al., O
p. cit., ss.31f.

（
46
）　

前
統
治
組
織
法
八
章
一
八
条
一
項
。SO

U
 2008:125, s.359. 

以
下
こ
れ
に
よ
る
。
な
お
、
義
務
的
審
査
が
廃
止
さ
れ
た
の
は
一
九

七
一
年
で
あ
る
（SO
U
 2008:125, s.360.

）。

（
47
）　
「
立
法
顧
問
院
の
意
見
は
、
国
会
が
出
版
の
自
由
も
し
く
は
そ

れ
に
対
応
す
る
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
設
備
、
及
び
そ
の

他
の
技
術
的
録
取
物
に
よ
り
自
ら
を
表
現
す
る
自
由
に
関
す
る
基
本

法
、
公
共
の
文
書
記
録
を
取
得
す
る
権
利
の
制
限
に
関
す
る
法
律
、

統
治
組
織
法
第
二
章
第
三
条
第
二
項
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ィ
の
保
全
）、

第
一
二
条
第
一
項
（
一
定
の
権
利
及
び
自
由
の
制
限
）、
第
一
七
条

な
い
し
第
一
九
条
（
労
働
者
及
び
使
用
者
の
争
議
権
・
財
産
権
・
著

作
権
に
関
わ
る
）
も
し
く
は
第
二
二
条
第
二
項
（
外
国
人
の
権
利
及

び
自
由
の
保
全
に
関
わ
る
）
に
掲
げ
る
法
律
も
し
く
は
右
の
法
律
を

改
正
も
し
く
は
廃
止
す
る
法
律
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
租
税
に
関
す
る
法

律
、
本
章
第
二
条
（
意
見
表
明
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
か
ら
の
自
由

等
）
も
し
く
は
第
三
条
に
掲
げ
る
法
律
（
政
治
的
見
解
の
み
に
基
づ

い
た
個
人
の
公
共
登
録
に
関
わ
る
）、
又
は
、
個
人
も
し
く
は
公
共

の
観
点
か
ら
当
該
法
律
が
重
要
な
場
合
に
は
、
第
一
一
章
に
掲
げ
る

法
律
（
裁
判
に
関
わ
る
法
律
）
を
議
決
す
る
以
前
に
こ
れ
を
取
得
す

る
も
の
と
す
る
。」
と
八
章
一
八
条
二
項
は
立
法
顧
問
院
の
法
令
審

査
の
必
要
な
場
合
を
規
定
し
て
い
た
。（
カ
ッ
コ
内
は
、
正
確
で
は

な
い
が
、
筆
者
の
注
記
） 

（
48
）　Prop. 2009/10:80, s.143.

（
49
）　SO

U
 2008:125, s.360f. 

立
法
顧
問
院
か
ら
の
意
見
取
得
を
必

要
的
と
す
る
か
裁
量
的
に
す
る
か
の
議
論
の
経
過
がSO

U
 

2008:125, ss.360-364

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
省
略
す
る
。

（
50
）　SO

U
 2008:125, ss.364ff. 

以
下
こ
れ
に
よ
る
。

（
51
）　
「
上
位
で
あ
れ
下
位
で
あ
れ
裁
判
官
職
の
法
服
を
着
る
者
、
並

び
に
前
条
に
掲
げ
る
者
以
外
の
公
務
員
は
、
裁
判
所
の
捜
査
又
は
判

決
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
自
ら
保
持
し
て
い
る
国
王
へ
の
奉
仕
か
ら
、

自
ら
の
申
請
に
よ
ら
ず
に
他
の
職
務
へ
移
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
又
は

移
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。」（O

p. cit. Sw
ensk författnings= 

sam
ling, 1845, N

r.23, s.12.

）
後
の
改
正
（
一
九
六
五
年
）
で
は
、

「（
一
項
）
裁
判
官
に
任
命
さ
れ
た
者
は
、
公
訴
の
後
に
裁
判
所
に
よ
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り
、
又
は
年
金
受
給
に
伴
う
解
職
の
決
定
に
よ
っ
て
の
み
そ
の
職
を

解
く
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
組
織
上
の
理
由
に
よ
り
必
要
な
場
合
、

他
の
同
順
位
の
裁
判
官
職
に
補
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
／（
二
項
）

そ
の
他
、
国
家
公
務
員
の
法
的
地
位
に
関
す
る
規
定
は
第
八
七
条
第

一
項
に
定
め
る
手
続
で
立
法
さ
れ
た
法
律
で
こ
れ
を
置
く
。」

（H
alvar G.F. et al., O

p. cit., s.47.

）

（
52
）　

統
治
組
織
法
（1809

）
八
七
条
。
注（
44
）参
照
。

（
53
）　SO

U
 2008:125, ss.365-370. 

（
54
）　SO

U
 2008:125, s.370.

（
55
）　

明
白
性
原
理
。Prop. 2009/10:80, s.145.

（
56
）　

統
治
組
織
法
一
一
章
一
四
条
及
び
同
一
二
章
一
〇
条
参
照
。
ど

ち
ら
に
も
明
白
性
原
理
を
示
す
文
言
は
な
い
。

（
57
）　Prop. 2009/10:80 ss.143f., D

o., ss.146-148. 

欧
州
人
権
条

約
が
国
内
法
に
優
先
す
る
こ
と
（
統
治
組
織
法
二
章
一
九
条
）
な
ど

か
ら
明
白
性
の
判
断
が
極
め
て
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い

理
由
で
あ
る
。

（
58
）　

新
統
治
組
織
法
八
章
二
一
条
一
項
。
同
条
二
項
は
、
調
査
を
必

須
と
す
る
法
律
群
を
規
定
す
る
。
こ
の
規
定
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る

前
統
治
組
織
法
八
章
一
八
条
（
注（
47
）参
照
。）
を
大
筋
で
引
継
い

で
い
る
。
重
要
性
原
理
に
つ
い
て
は
憲
法
委
員
会
の
報
告
書

（2009/10: K
U
19, ss.38f .

）
を
参
照
。

（
59
）　SO

U
 2008:125, ss.393ff. 

注（
32
）参
照
。

（
60
）　SO

U
 2008:125, ss.363ff. 

（
61
）　SO

U
 2008:125, ss.375f. 

（
62
）　SO
U
 2008:125, ss.379ff. 

欧
州
人
権
条
約
と
の
整
合
性
が
明

白
性
原
理
に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
る
危
険
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（D

o., 
s.381.

）。

（
63
）　SO

U
 2008:125, ss.377ff.

（
64
）　SO

U
 2008:125, s.378.

（
65
）　SO

U
 2008:125, s.373.

（
66
）　Prop. 2009/10:80, s.208.

（
67
）　Svenska institutet, Fact Sheets on Sw

eden, 

＂
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
地
方
自
治
＂, Svenska institutet, 1976

参
照
。

（
68
）　Inger, O

p. cit., ss.83-85, ss.139f.

（
69
）　K

ongl. M
aj:ts nådiga F

örordning om
 K
om
m
unal­

styrelse på landet; given Stockholm
 Slott den 21 M

ars 
1862.

（
70
）　Inger, O

p. cit., ss.191ff. H
olm
berg, Erik &

 Stjernquist, 
N
ils, V

år författning, 8 uppl., 1992, ss.52ff. 

（
71
）　Prop. 1973:90, s.190.

（
72
）　

こ
の
文
段
の
記
述
は
、SO

U
 2008:125, ss.531f.

に
よ
る
。

（
73
）　

コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治
に
つ
い
て
は
、
文
献
が
古
い
が
、

A
ndersson, Ingvar, Introduction to Sw

eden, 2nd Ed., 
Svenska institutet, 1950, pp.165-167 cf.

（
74
）　Instruktion för riksdagens om

budsm
an, 29. 

decem
ber 1967, 3

§ cf. O
p. cit. Sundberg et al., ss. B86f. 
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（
75
）　Socialtjänsten, SoU

 1979/80:44, ss.15ff. cf.
（
76
）　E

uropean C
harter of Local Self-governm

ent. 
E
T
S (E

uropean T
reaty Series) N

o. 122, Strasbourg, 
15.X
.1985. 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
はEuropeiska konventionen 

om
 kom

m
unal självstyrelse.

（
77
）　SO

U
 2008:125, ss.533f. 

こ
の
記
載
は
、
憲
章
の
前
文
と
一

八
条
か
ら
な
る
条
項
と
一
致
し
て
い
る
。

（
78
）　Prop. 2009/10:80, ss.208-216.

以
下
こ
れ
に
よ
る
。

（
79
）　

前
統
治
組
織
法
一
章
七
条
。

（
80
）　

新
統
治
組
織
法
一
章
七
条
。

（
81
）　

前
統
治
組
織
法
で
はprim

är kom
m
un

とlandstings­
kom
m
un

。
コ
ミ
ュ
ー
ン
法
で
は
現
在
もkom

m
un

とlandsting

で
あ
る
。

（
82
）　SO

U
 2008:125, ss.543f., SO

U
 2007:10, ss.276f. 

Prop. 2009/10:90, ss.208f.

（
83
）　SO

U
 2008:125, ss.536f., ss.542f.

（
84
）　SO

U
 2008:125, s.537, Prop. 2009/10:80, ss.295f.

（
85
）　SO

U
 2008:125, ss.538f. Prop. 2009/10:80, s.212, s.296.

（
86
）　SO
U
 2008:125, ss.534f. Prop. 2009/10:80, ss.213ff., 

s.296.

（
87
）　Prop. 2009/10:80, ss.215f.

（
88
）　

坂
田
、
前
掲
人
間
科
学
論
究
一
九
号
六
八
頁
参
照
。

（
89
）　SO

U
 2008:125, ss.315f. Prop. 2009/10:80, s.129, 

ss.803f. 

（
90
）　Prop. 2009/10:80, ss.113-115, s.293. 

（
91
）　inhäm

ta

（
取
得
す
る
）
は
情
報
、
意
見
及
び
議
会
の
承
認
を

得
る
場
合
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
記
録
に
つ
い
て
は
使
用
さ
れ
て
い

な
い
。

（
92
）　

山
岡
、
前
掲
一
四
頁
注
三
八
参
照
。

（
93
）　

新
統
治
組
織
法
二
章
六
条
二
項
及
び
経
過
規
定
の
二
を
参
照
。

（
94
）　

山
岡
、
前
掲
二
頁
注
二
参
照
。

付
録

統
治
組
織
法
（
一
九
七
四
年
法
律
第
一
五
二
号
、
二
〇
一
一
年
法
律
第

一
〇
九
号
と
し
て
再
印
刷
・
二
〇
一
一
年
一
月
一
日
現
在
の
正
文
）
抄

訳第
一
一
章　

司
法

裁
判
所

第
一
条　

最
高
裁
判
所
、
高
等
裁
判
所
及
び
地
方
裁
判
所
は
、
通
常
裁

判
所
で
あ
る
。
行
政
最
高
裁
判
所
、
行
政
高
等
裁
判
所
及
び
行
政
地

方
裁
判
所
は
、
通
常
行
政
裁
判
所
で
あ
る
。
最
高
裁
判
所
、
高
等
裁

判
所
、
行
政
最
高
裁
判
所
及
び
行
政
高
等
裁
判
所
に
よ
り
訴
訟
事
件

の
審
理
を
受
け
る
権
利
は
、
法
律
に
よ
り
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

そ
の
他
の
裁
判
所
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
置
く
。
第
二
章
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第
一
一
条
第
一
項
に
一
定
の
場
合
に
お
け
る
裁
判
所
の
設
立
を
禁
止

す
る
規
定
を
置
く
。

　

最
高
裁
判
所
及
び
行
政
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
か
の

裁
判
所
に
お
い
て
正
規
裁
判
官
で
あ
る
者
又
は
あ
つ
た
者
の
み
が
そ

の
構
成
員
と
し
て
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
の
裁
判
所

に
は
正
規
裁
判
官
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
あ
る
一
定

の
単
数
又
は
複
数
の
群
に
属
す
る
訴
訟
事
件
の
処
理
の
た
め
に
設
立

さ
れ
た
裁
判
所
に
関
し
て
は
、
法
律
で
こ
の
例
外
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

第
二
条　

本
統
治
組
織
法
に
述
べ
る
以
外
の
側
面
に
お
け
る
、
裁
判
所

の
司
法
事
務
、
そ
の
組
織
の
主
要
部
分
及
び
訴
訟
手
続
に
関
す
る
規

定
は
、
法
律
で
こ
れ
を
制
定
す
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇

八
号
）

司
法
の
独
立

第
三
条　

い
か
な
る
公
務
所
も
、
議
会
も
、
個
別
の
事
件
に
お
い
て
裁

判
所
が
ど
の
よ
う
に
判
決
し
又
は
ど
の
よ
う
に
法
規
則
を
適
用
す
べ

き
か
を
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
以
外
の
い
か
な
る
公
務

所
も
裁
判
事
務
を
個
々
の
裁
判
官
に
配
点
す
る
方
法
を
規
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

第
四
条　

司
法
事
務
は
、
法
律
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
、
基
本
法
又
は
議

会
法
よ
り
生
じ
る
程
度
を
超
え
て
、
議
会
が
こ
れ
を
遂
行
し
て
は
な

ら
な
い
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

第
五
条　

個
人
間
の
法
的
争
訟
は
、
法
律
に
基
づ
か
な
い
で
、
裁
判
所

以
外
の
公
務
所
が
こ
れ
を
裁
判
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
二
〇
一

〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

正
規
裁
判
官
の
任
命

第
六
条　

正
規
裁
判
官
は
政
府
が
任
命
す
る
。

　

任
命
に
際
し
て
は
、
実
績
及
び
適
性
な
ど
事
実
的
根
拠
の
み
が
考

慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

正
規
裁
判
官
の
任
命
の
際
の
根
拠
に
関
す
る
規
定
は
、
法
律
で
こ

れ
を
制
定
す
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

正
規
裁
判
官
の
法
的
地
位

第
七
条　

正
規
裁
判
官
に
任
命
さ
れ
た
者
は
、
下
記
の
場
合
に
の
み
、

そ
の
職
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
。 

一
、
罪
又
は
重
大
な
も
し
く
は
反
復
さ
れ
た
職
務
上
の
義
務
の
懈
怠

に
よ
つ
て
、
そ
の
職
務
を
保
持
す
る
に
は
明
ら
か
に
不
適
当
な
場

合
、
又
は 

二
、
有
効
な
年
金
年
齢
に
達
し
た
場
合
、
又
は
法
律
に
よ
り
、
労
働

能
力
の
喪
失
に
基
づ
き
辞
職
す
る
義
務
が
存
在
す
る
場
合
。 

　

組
織
上
の
理
由
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
場
合
、
正
規
裁
判
官
に
任
命

さ
れ
た
者
は
、
他
の
同
順
位
の
裁
判
官
職
に
異
動
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
得
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

第
八
条　

最
高
裁
判
所
又
は
行
政
最
高
裁
判
所
の
構
成
員
と
し
て
の
職

務
の
実
行
中
の
罪
に
関
す
る
公
訴
は
、
最
高
裁
判
所
に
提
起
さ
れ

る
。 

　

行
政
最
高
裁
判
所
は
、
最
高
裁
判
所
の
構
成
員
の
職
を
解
く
べ
き
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か
、
休
職
処
分
に
付
す
べ
き
か
又
は
医
師
の
診
察
を
受
け
る
義
務
が

あ
る
か
に
つ
い
て
審
理
す
る
。
右
の
訴
え
が
行
政
最
高
裁
判
所
の
構

成
員
に
か
か
る
場
合
に
は
、
最
高
裁
判
所
が
こ
れ
を
審
理
す
る
。

　

第
一
項
及
び
第
二
項
に
よ
る
訴
え
は
、
議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
又
は

法
務
監
察
長
官
に
よ
つ
て
提
起
さ
れ
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一

四
〇
八
号
）

第
九
条　

裁
判
所
以
外
の
他
の
公
務
所
の
決
定
に
よ
つ
て
、
正
規
裁
判

官
が
そ
の
職
を
解
か
れ
た
場
合
、
そ
の
裁
判
官
は
、
右
の
決
定
の
審

理
を
裁
判
所
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
の
審
理
に
は
正
規
裁
判

官
が
加
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
規
裁
判
官
に
そ
の
職
の
実
行

に
つ
き
休
職
処
分
を
科
し
、
医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
付

け
又
は
懲
戒
処
分
を
言
渡
し
た
決
定
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

第
一
〇
条　

正
規
裁
判
官
の
法
的
地
位
に
関
す
る
基
本
的
な
規
定
は
、

そ
の
他
、
法
律
で
こ
れ
を
制
定
す
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四

〇
八
号
）

国
籍
の
要
求

第
一
一
条　

正
規
裁
判
官
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
民
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
司
法
事
務
を
実
行
す
る
権
限
に
対
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
籍

の
要
求
は
、
法
律
又
は
法
律
に
示
さ
れ
る
要
件
に
従
つ
て
の
み
、
こ

れ
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八

号
）

裁
判
所
の
そ
の
他
の
職
員

第
一
二
条　

正
規
裁
判
官
以
外
の
裁
判
所
の
職
員
に
関
し
て
は
、
第
一

二
章
第
五
条
な
い
し
第
七
条
を
適
用
す
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第

一
四
〇
八
号
）

再
審
及
び
満
了
期
間
の
回
復

第
一
三
条　

裁
決
さ
れ
た
案
件
の
再
審
並
び
に
満
了
期
間
の
回
復
は
、

行
政
最
高
裁
判
所
又
は
、
法
律
に
示
さ
れ
る
場
合
に
は
問
題
が
政
府
、

行
政
裁
判
所
又
は
行
政
公
務
所
が
最
上
級
審
で
あ
る
案
件
に
か
か
わ

る
と
き
下
級
行
政
裁
判
所
に
よ
つ
て
認
容
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
場
合

に
は
、
再
審
及
び
満
了
期
間
の
回
復
は
、
最
高
裁
判
所
又
は
、
法
律

に
示
さ
れ
る
場
合
に
は
行
政
裁
判
所
で
は
な
い
そ
の
他
の
裁
判
所
に

よ
つ
て
、
認
容
さ
れ
る
。

　

再
審
及
び
満
了
期
間
の
回
復
に
関
す
る
細
則
は
法
律
で
こ
れ
を
制

定
す
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

法
律
の
審
査

第
一
四
条　

裁
判
所
は
、
あ
る
法
規
が
基
本
法
又
は
そ
の
他
の
上
位
の

基
本
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
右
の
法
規
を

適
用
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
法
定
さ
れ
た
手
続
が
本
質
的
部
分
で

右
の
法
規
の
制
定
の
際
に
無
視
さ
れ
て
い
た
場
合
も
同
様
と
す
る
。

　

第
一
項
に
よ
る
法
律
の
審
査
に
際
し
て
は
、
議
会
が
国
民
の
最
高

の
代
表
者
で
あ
る
こ
と
及
び
基
本
法
が
法
律
に
優
先
す
る
こ
と
に
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

第
一
二
章　

行
政
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国
の
行
政
組
織

第
一
条　

政
府
の
下
に
、
法
務
監
察
長
官
及
び
、
本
統
治
組
織
法
又
は

そ
の
他
の
法
律
に
よ
つ
て
議
会
に
付
属
し
な
い
そ
の
他
の
国
の
行
政

公
務
所
が
付
属
す
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

行
政
の
独
立

第
二
条　

い
か
な
る
公
務
所
も
、
ま
た
議
会
も
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
議
決
機

関
も
、
個
人
も
し
く
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
対
す
る
公
務
所
の
所
為
に
か

か
わ
る
案
件
又
は
法
律
の
適
用
に
か
か
わ
る
案
件
に
お
い
て
は
、
個

別
的
な
事
件
で
行
政
公
務
所
が
ど
の
よ
う
に
決
定
す
べ
き
か
を
規
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

第
三
条　

行
政
事
務
は
、
基
本
法
又
は
議
会
法
に
従
う
と
こ
ろ
を
越
え

て
、
国
会
が
こ
れ
を
遂
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
二
〇
一
〇
年

法
律
第
一
四
〇
八
号
） 

行
政
事
務
の
移
転

第
四
条　

行
政
事
務
は
、
こ
れ
を
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
移
転
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

行
政
事
務
は
、
こ
れ
を
他
の
法
人
又
は
個
人
に
移
転
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
右
の
事
務
が
公
務
所
の
所
為
を
内
容
と
す
る
場
合
、
移
転

は
、
法
律
に
基
づ
い
て
の
み
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。（
二
〇

一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

国
家
公
務
員
に
関
す
る
特
別
規
定

第
五
条　

政
府
に
付
属
す
る
行
政
公
務
所
の
労
働
者
は
、
政
府
又
は
政

府
の
規
定
す
る
公
務
所
に
雇
用
さ
れ
る
。

　

国
へ
の
雇
用
の
決
定
に
際
し
て
は
、
実
績
及
び
適
性
な
ど
事
実
的

根
拠
の
み
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
二
〇
一
〇
年
法
律

第
一
四
〇
八
号
）

第
六
条　

議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
及
び
会
計
検
査
官
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国

民
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
務
監
察
長
官
に
つ
い
て
も
同
様
と
す

る
。
国
又
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
お
け
る
職
位
を
保
持
し
、
任
務
を
実
行

す
る
権
限
に
対
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
籍
の
要
求
は
、
法
律
又
は
法

律
に
示
さ
れ
る
要
件
に
従
つ
て
の
み
、
こ
れ
を
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

第
七
条　

本
統
治
組
織
法
で
述
べ
る
以
外
の
側
面
に
お
け
る
国
家
公
務

員
の
法
的
地
位
に
関
す
る
基
本
的
規
定
は
、
法
律
で
こ
れ
を
制
定
す

る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

免
除
及
び
恩
赦

第
八
条　

政
府
は
、
政
令
に
よ
る
法
規
又
は
政
府
の
決
定
に
基
づ
い
て

制
定
さ
れ
た
規
定
の
例
外
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
法

律
又
は
支
出
予
算
額
に
関
す
る
決
議
よ
り
別
段
の
結
果
の
生
じ
る
場

合
を
除
く
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

第
九
条　

政
府
は
、
恩
赦
に
よ
り
罪
の
制
裁
又
は
そ
の
他
の
罪
の
法
律

効
果
を
放
棄
し
又
は
軽
減
し
、
並
び
に
個
人
の
人
身
又
は
財
産
に
関

し
、
か
つ
公
務
所
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
た
同
様
な
介
入
を
放
棄
し
又

は
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

正
当
な
理
由
が
存
す
る
と
き
、
政
府
は
、
犯
罪
的
行
為
を
捜
査
し

司
法
処
理
す
る
た
め
に
、
更
に
措
置
を
執
る
こ
と
を
し
な
い
旨
決
定
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す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

法
律
の
審
査

第
一
〇
条　

公
的
機
関
は
、
あ
る
法
規
が
基
本
法
又
は
そ
の
他
の
上
位

の
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
右
の
法
規
を
適

用
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
法
定
さ
れ
た
手
続
が
本
質
的
部
分
で
、

右
の
規
定
の
制
定
の
際
に
無
視
さ
れ
て
い
た
場
合
も
同
様
と
す
る
。

　

第
一
項
に
よ
る
法
律
の
審
査
に
際
し
て
は
、
議
会
が
国
民
の
最
高

の
代
表
者
で
あ
る
こ
と
及
び
基
本
法
が
法
律
に
優
先
す
る
こ
と
に
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

第
一
四
章　

コ
ミ
ュ
ー
ン

第
一
条　

コ
ミ
ュ
ー
ン
の
決
議
権
は
、
選
出
さ
れ
た
会
議
が
こ
れ
を
実

行
す
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

第
二
条　

コ
ミ
ュ
ー
ン
は
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
及
び
地
域
の
公
共
的
利
益
に

か
か
る
事
案
を
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治
の
根
拠
に
基
づ
い
て
処
理
す
る
。

こ
れ
に
関
す
る
細
則
は
、
法
律
で
こ
れ
を
置
く
。
同
一
の
根
拠
に
基

づ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
、
法
律
に
規
定
さ
れ
る
そ
の
他
の
事
案
も

処
理
す
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

第
三
条　

コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治
支
配
の
制
限
は
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
自
治
支
配

を
導
い
た
目
的
に
て
ら
し
て
必
要
な
と
こ
ろ
を
越
え
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

第
四
条　

コ
ミ
ュ
ー
ン
は
、
そ
の
事
案
の
処
理
の
た
め
に
税
金
を
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

第
五
条　

コ
ミ
ュ
ー
ン
に
は
、
同
様
な
価
値
の
あ
る
経
済
的
前
提
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
な
場
合
、
法
律
に
よ
り
、
他
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
の

事
案
の
費
用
を
援
助
す
る
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。（
二

〇
一
〇
年
法
律
第
一
四
〇
八
号
）

第
六
条　

王
国
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
へ
の
区
割
り
の
変
更
の
根
拠
に
関
す
る

法
規
は
、
法
律
で
こ
れ
を
制
定
す
る
。（
二
〇
一
〇
年
法
律
第
一
四

〇
八
号
）


